
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
杵築市立宗近中学校

取組の具体①

基礎的・基本的な知識及び技能の習得/主体的に学習に取り組む態度の涵養

①「同じ問題３回」サイクル・・・知識・技能の定着
②思考のゆらぎの場面を設定・・・思考力の高まり
③ゴールの共有・・・学習意欲の向上に生かす評価

「同じ問題３回」サイクル
授業・チャレンジタイム・家庭学習の３ステップサイク

ルを５教科で展開し、忘れた頃に思い出す、「同じ問題を
３度」をキーワードに知識・技能の確実な定着をねらう。

○授業
・見通しを持たせるための単元学習計画の提示。
・板書モデルを策定し、全教科で基本線を統一。
・「つけたい力」を予め明示し生徒と共有。
○チャレンジタイム（朝学習）
・授業で扱った、単元テストや定期考査で出題できる
問題を１学期分まとめて準備し、忘れた頃に取り組む。

○宿題
・その日の授業の復習となるような内容を課す。
・教科連絡係が終学活で必ず確認伝達する。

取組の具体②

主体的に学習に取り組む態度の涵養

「授業共創宣言」の採択
生徒総会において、生徒会執行部から提案し、採択。
各専門委員会は、宣言に沿って実効性のある取組を企
画・提案・実施する。

○学習ステーション～図書委員会～
・放課後、各階に学び合い・補充学習の場として図書
委員会が設置・運営する。
・学習サポーター（先生役の生徒）に教えてもらった
り、黙々と自学自習したり等、生徒の自主性に任せる。

「学びに向かう学校づくり」生徒推進フォーラム参加

○実践発表校・オブザーバー参加校として継続参加。

○全校集会において還流報告会の開催。
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